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一
　
は
じ
め
に

　
近
年
、
先
進
諸
国
に
お
い
て
上
級
公
務
員
を
外
部
か
ら
任
用
す
る
「
公
募
任
用
」
を
導
入
す
る
国
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
主
な
目
的
は

中
央
政
府
の
業
績
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。
公
募
任
用
と
は
組
織
内
外
か
ら
広
く
人
材
を
募
る
任
用
方
式
で
あ
る
。
任
用
過
程
に
官
民
の

競
争
を
起
こ
し
質
の
高
い
応
募
者
を
任
用
す
る
こ
と
、
公
共
部
門
で
は
育
成
が
難
し
い
専
門
性
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
有
す
る
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
部
門
の
組
織
の
業
績
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
一
般
的
に
、
民
間
部
門
の
専
門
性
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
は
公
共
部
門
よ
り
も
高
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
公
募
任
用
に
よ
る
外
部
人
材
の
導
入
が
政
府
の
業
績
を
高
め
る
と
す
る
論
理
の

根
底
に
は
こ
う
し
た
社
会
通
念
が
あ
る
。
一
方
で
、
早
く
か
ら
公
募
任
用
を
導
入
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
公
募
任
用
に
よ
る
外
部
出

身（
1
）者の

業
績
と
内
部
出
身
者
の
業
績
に
あ
ま
り
差
が
な（
2
）いこ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
外
部
出
身
者
の
給
与
は
内
部
出
身
者

よ
り
高
く
、
支
出
削
減
の
一
貫
と
し
て
外
部
か
ら
の
人
材
登
用
を
見
直
そ
う
と
す
る
動（
3
）きも
あ
る
。
ま
た
民
間
部
門
出
身
者
は
、
公
共
部

門
特
有
の
政
治
的
環
境
に
慣
れ
て
い
な（
4
）いと

の
指
摘
も
あ
り
、
公
募
任
用
の
弊
害
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
流
行
に
伴
い

上
級
公
務
員
の
公
募
任
用
は
各
国
に
広
が
り
、
半
ば
盲
目
的
に
導
入
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
に
つ
い

て
の
精
緻
な
モ
デ
ル
や
理
論
は
な
く
、
そ
の
効
果
に
関
す
る
実
証
研
究
も
少
な
い
。
果
た
し
て
公
募
任
用
に
よ
る
外
部
人
材
の
導
入
は
、

政
府
の
業
績
を
高
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
領
域
、
職
種
で
業
績
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
行
政
学
は
こ
の
疑
問
に
対
し
有
効
な
回
答
を
導
き
出
し
て
い
な
い
。
本
稿
の
目
的
は
、
先
行
研
究
を
整
理
し
、
公
募
任
用
と

業
績
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
実
証
研
究
の
土
台
と
な
る
分
析
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
章
に
続
く
第
二
章
で
は
近
年
の
公
務
員
制
度
改
革
の
中
で
、
公
募
任
用
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
を
概
観
す
る
。
公
募
任
用
が
政
府
の
業

績
向
上
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
、
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
を
分
析
す
る
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
で
は
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公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
先
行
研
究
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
章
で
は
職
業
公
務
員
と
公

募
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
外
部
出
身
者
の
最
大
の
違
い
で
あ
る
専
門
性
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
整
理
し
公
務
員
の
知
識
と
技
能
を
検
討
す

る
。
第
五
章
で
は
こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
を
整
理
し
実
証
分
析
に
向
け
た
仮
説
を
提
示
す
る
。

二
　
公
募
任
用
導
入
の
背
景

㈠
　
公
募
任
用
の
定
義

　
公
募
任
用
と
は
、
中
央
政（
5
）府に

お
い
て
空
き
ポ
ス
ト
が
生
じ
た
際
、
政
府
内
外
に
広
く
公
開
募
集
を
行
い
、
応
募
者
の
中
か
ら
成
績
に

基
づ（
6
）き任
用
者
を
決
定
す
る
任
用
方
式
を
指
す
。
一
口
に
公
募
と
い
っ
て
も
公
開
募
集
の
範
囲
、
制
度
化
の
状
況
が
国
ご
と
に
異
な
る
。

第
一
に
、
公
募
任
用
に
は
政
府
内
外
か
ら
募
集
を
行
う
公
募
、
政
府
内
の
職
業
公
務
員
に
限
定
し
て
募
集
を
行
う
公
募
が
あ
る
。
本
稿
で

は
狭
義
の
公
募
、
前
者
の
み
を
分
析
の
対
象
と
し
て
い
る
。
特
に
断
り
書
き
が
な
く
「
公
募
任
用
」
と
用
い
る
場
合
に
は
政
府
内
外
に
対

し
て
公
開
募
集
を
行
う
任
用
方
式
を
指
す
。
第
二
に
制
度
化
の
状
況
で
あ
る
。
公
募
任
用
を
導
入
し
た
国
々
は
、
①
公
募
任
用
を
採
用
制

度
の
一
形
態
と
し
て
法
定
し
公
開
募
集
の
対
象
ポ
ス
ト
を
予
め
定
め
て
い
る
国
（
韓
国
）、
②
当
該
ポ
ス
ト
の
管
理
者
が
公
募
を
行
う
か

ど
う
か
を
随
時
決
定
す
る
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
な
ど
）
に
大
別
で
き
る
。
公
募
任
用
が
導
入
さ
れ
る
の
は
主
に
上
級
公
務
員
の
ポ
ス
ト

が
対
象
で
あ
る
。
上
級
公
務
員
は
政
府
の
業
績
に
対
す
る
責
任
が
問
わ
れ
る
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
公
募
任
用
と
合
わ
せ
た
任
期
付
契
約
、
業

績
評
価
、
業
績
給
な
ど
の
諸
制
度
と
合
わ
せ
た
運
用
が
行
わ
れ
る
。
本
稿
で
も
上
級
公
務
員
の
公
募
任
用
を
分
析
対
象
と
す
る
。

　
公
募
任
用
を
導
入
す
る
目
的
は
国
に
よ
り
異
な
る
が
、
①
任
用
過
程
へ
の
官
民
競
争
の
導
入
、
②
高
い
専
門
性
の
導
入
、
③
労
働
市
場

の
開
放
の
三
つ
に
整
理
で
き
る
。
公
募
任
用
の
効
果
を
議
論
す
る
際
、
そ
の
論
点
は
導
入
目
的
ご
と
に
異
な
る
。
①
に
対
す
る
論
点
は
、
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官
民
競
争
の
有
無
で
あ
る
。
公
募
任
用
に
際
し
て
政
府
内
外
か
ら
十
分
な
応
募
が
あ
る
か
、
政
府
外
か
ら
の
任
用
が
あ
る
程
度
行
わ
れ
て

い
る
か
、
職
業
公
務
員
と
民
間
と
の
競
争
が
生
じ
て
い
る
か
が
制
度
の
有
効
性
を
見
る
上
で
の
論
点
と
な
る
。
②
に
対
す
る
論
点
は
、
職

員
の
専
門
性
と
業
績
の
関
係
で
あ
る
。
公
募
に
よ
り
業
績
の
向
上
す
る
領
域
は
ど
こ
か
（
専
門
性
の
内
部
育
成
が
難
し
い
部
門
は
ど
こ
か
）、

総
合
的
に
見
て
職
業
公
務
員
よ
り
外
部
出
身
者
の
業
績
は
良
い
の
か
が
論
点
と
な
る
。
③
に
対
す
る
論
点
は
、
競
争
過
程
の
公
平
性
と
公

開（
7
）性で

あ
る
。
十
分
な
数
の
ポ
ス
ト
が
公
募
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
、
選
考
過
程
は
公
平
か
、
公
職
が
市
民
社
会
に
開
放
さ
れ
て
い
る

か
が
論
点
と
な
る
。
①
、
②
の
目
的
と
論
点
は
市
場
原
理
、
民
間
の
活
用
と
い
う
点
で
ま
さ
に
Ｎ
Ｐ（
8
）Ｍの
考
え
方
に
立
脚
し
て
い
る
。
本

稿
は
公
募
と
業
績
の
関
係
を
扱
う
た
め
、
公
募
任
用
の
目
的
を
業
績
向
上
に
限
定
し
て
捉
え
て
い
る
。

㈡
　
公
務
員
制
度
の
モ
デ
ル

　
本
節
で
は
先
進
諸
国
に
お
け
る
公
務
員
制
度
改
革
の
展
開
か
ら
、
改
革
に
お
け
る
公
募
任
用
の
位
置
付
け
、
導
入
の
経
緯
を
明
ら
か
に

す
る
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
学
の
議
論
で
は
、
公
務
員
制
度
は
二
つ
の
モ
デ
ル
に
区（
9
）分さ

れ
て
き
た
。

　Auer

）
10
（

ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
五
ヶ
国
の
公
務
員
制
度
を
分
析
す
る
上
で
、
各
国
を
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
二

つ
に
区
分
し
て
い
る
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
公
務
員
制
度
は
、
職
員
が
公
務
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に
就
く
の
で
は
な
く
、
特
定
の

ポ
ス
ト
に
対
し
て
雇
用
さ
れ
る
の
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
中
途
採
用
も
行
わ
れ
、
特
定
の
学
位
等
を
要
求
さ
れ
な
い
代
わ
り
に
、
当
該

ポ
ス
ト
に
必
要
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
。
終
身
雇
用
は
必
ず
し
も
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
法
定
の
昇
進
シ
ス
テ
ム
は
な
い
。
労
働
条
件
、

給
与
・
年
金
は
主
に
団
体
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
決
定
さ
れ
る
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
公

務
員
制
度
に
お
け
る
雇
用
関
係
は
、
民
間
部
門
の
雇
用
関
係
と
似
た
も
）
11
（
の
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
公
務
員
制
度
は
、
採
用
が
初

任
者
用
の
ポ
ス
ト
に
限
ら
れ
て
お
り
、
公
務
員
に
な
る
た
め
に
は
特
定
の
学
位
、
教
育
機
関
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
制

度
全
体
が
階
層
的
で
所
定
の
（
年
功
的
な
）
昇
進
が
行
わ
れ
終
身
雇
用
を
基
本
と
す
る
。
労
働
条
件
、
給
与
・
年
金
は
主
に
法
律
の
枠
組
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み
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
。Auer

ら
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー 

デ
ン
、（
一
九
九
六
年
時
点
の
）
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
国
と
し
て
区
分
し
て
い
る
。

　Auer
ら
の
他
に
も
公
務
員
制
度
の
モ
デ
ル
と
し
て
、S

）
12
（elf

の
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
・
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
、
シ
ル
バ
ー
マ
）
13
（
ン
の
専

門
志
向
型
・
組
織
志
向
型
な
ど
の
類
型
論
が
あ
る
。
論
者
に
よ
り
呼
び
名
は
異
な
る
も
の
の
そ
の
内
実
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
公
務
員
制
度
を

職
員
の
採
用
・
育
成
シ
ス
テ
ム
の
違
い
か
ら
区
分
す
る
点
で
先
行
研
究
の
各
モ
デ
ル
は
一
致
し
て
い
る
。
採
用
制
度
の
違
い
は
両
モ
デ
ル

の
違
い
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
採
用
制
度
は
、
他
の
人
的
資
源
管
理
に
関
す
る
諸
機
能
（
昇
進
管
理
、
業
績
評
価
、
雇
用

形
態
な
ど
）
と
関
連
す
る
形
で
制
度
全
体
が
構
）
14
（

成
さ
れ
て
い
る
。
人
的
資
源
管
理
の
諸
機
能
は
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
の
制
度
と
し
て
成
り 

立
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
採
用
、
人
員
管
理
、
能
力
開
発
な
ど
諸
機
能
の
制
度
設
計
に
お
い
て
相
互
の
関
係
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
先
行
研
究
の
モ
デ
ル
を
踏
ま
え
る
と
、
公
募
任
用
の
導
入
そ
の
も
の
は
採
用
制
度
の
部
分
的
な
変
更
に
す
ぎ
な
い
が
、
制
度

全
体
の
体
系
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
採
用
方
式
の
変
更
は
将
来
的
に
は
職
員
の
能
力
開
発
や
人
員
管
理
に
も
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

㈢
　
公
務
員
制
度
改
革
に
お
け
る
公
募
任
用
の
位
置
付
け

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
）
15
（
Ｄ
に
よ
れ
ば
、
近
年
、
伝
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
国
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
公
務
員
制
度
を
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
の
国
は
統
合
的
な
組
織
文
化
を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
を
取
り
入
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。D

em
m
ke

とM
oil

）
16
（

anen

が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
各
国
は
伝
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
す
る
方
向
性
で
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
傾

向
が
あ
る
と
い
う
。
各
国
の
公
務
員
制
度
改
革
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
公
募
任
用
の
導
入
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
公
務
員
制
度
へ
の

移
行
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
そ
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
改
革
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
伝
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
国
々

は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
政
府
環
境
の
変
化
が
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

先
進
諸
国
は
福
祉
国
家
の
進
展
に
伴
う
財
政
難
に
直
面
し
た
。
財
政
支
出
の
削
減
が
政
府
の
重
要
な
課
題
に
な
る
と
と
も
に
、
民
間
部
門
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に
対
す
る
公
共
部
門
の
能
率
の
低
さ
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｍ
と
総
称
さ
れ
る
行
政
管
理
の
手

法
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
特
徴
の
一
つ
は
民
間
的
手
法
の
活
用
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
一
九
七
九
年
に
民
間
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
専
務
取
締
役
で
あ
る
レ
イ
ナ
ー
）
17
（
卿
を
能
率
室
の
長
に
据
え
て
、
各
省
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
政

府
の
執
行
部
門
を
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
と
し
て
切
り
離
し
、
そ
の
長
官
は
民
間
部
門
も
含
め
た
公
募
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
。
公
募
の
範
囲
は

次
第
に
広
げ
ら
れ
、
現
在
で
は
幹
部
ク
ラ
ス
の
上
級
公
務
員
の
任
用
は
原
則
的
に
公
募
任
用
に
よ
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
公
募
任
用
は
任
用
過
程
で
の
競
争
を
生
み
出
し
、
民
間
の
有
能
な
人
材
を
取
り
入
れ
、
業
績
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

三
　
先
行
研
究
に
お
け
る
公
募
任
用
と
業
績
の
議
論

㈠
　
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係

　
本
章
で
は
前
章
ま
で
で
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
の
議
論
を
基
に
、
公
募
任
用
と
業
績
の
理
論
的
関
係
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
先
行
研

究
の
問
題
点
を
整
理
し
、
専
門
知
識
・
技
能
概
念
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
公
募
任
用
の
主
た
る
目
的
を
業
績
向
上
に
お
く
な
ら
ば
、

そ
の
業
績
向
上
効
果
は
次
の
二
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
任
用
過
程
の
競
争
効
果
と
②
専
門
性
の
導
入
効
果
で
あ
る
。
①
任
用

過
程
の
競
争
効
果
と
は
、
職
業
公
務
員
と
外
部
か
ら
の
応
募
者
の
任
用
過
程
に
お
け
る
競
争
の
結
果
、
よ
り
優
れ
た
応
募
者
が
任
用
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
業
績
向
上
効
果
で
あ
る
。
政
府
内
外
に
公
募
を
行
う
こ
と
で
、
閉
鎖
的
に
内
部
昇
進
を
行
う
場
合
、
あ
る
い
は
内
部
か
ら

の
応
募
者
に
限
定
し
た
公
募
任
用
の
場
合
よ
り
も
、
激
し
い
競
争
が
生
じ
る
。
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
応
募
者
、
競
争
を
勝
ち
抜
く
た

め
に
動
機
付
け
ら
れ
自
己
研
鑽
に
励
ん
だ
応
募
者
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
で
業
績
が
向
上
す
る
。
従
っ
て
こ
の
効
果
は
最
終
的
な
任
用
者
が
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内
部
出
身
か
外
部
出
身
か
に
よ
ら
ず
、
公
募
を
行
う
こ
と
そ
の
も
の
で
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
期
待
さ
れ
た
競
争
効
果
を
生
み
出

す
に
は
、
政
府
外
部
か
ら
も
応
募
者
が
あ
り
、
そ
の
応
募
者
が
内
部
出
身
の
公
務
員
と
匹
敵
す
る
魅
力
的
な
応
募
者
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

②
専
門
性
の
導
入
効
果
と
は
、
一
般
的
に
公
共
部
門
よ
り
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
民
間
部
門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
、
こ
れ
ま
で
公
共

部
門
に
存
在
し
な
か
っ
た
専
門
知
識
が
、
外
部
出
身
者
の
任
用
に
よ
り
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
業
績
を
向
上
さ
せ
る
効
果
で
あ
る
。
こ
の
効

果
は
外
部
出
身
者
が
任
用
さ
れ
た
場
合
に
の
み
生
じ
る
。
専
門
性
の
導
入
効
果
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
下
位
効
果
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
①
個
人
レ
ベ
ル
の
業
績
向
上
効
果
、
②
組
織
レ
ベ
ル
の
業
績
向
上
効
果
で
あ
る
。
①
個
人
レ
ベ
ル
の
効
果
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
高

い
専
門
性
が
任
用
者
個
人
の
業
績
を
高
め
る
効
果
で
あ
る
。
②
組
織
レ
ベ
ル
の
効
果
と
は
、
任
用
者
が
持
ち
込
む
専
門
知
識
、
価
値
観
、

文
化
な
ど
が
上
司
、
同
僚
、
部
下
に
影
響
を
与
え
て
業
績
を
向
上
さ
せ
る
効
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
次
節

以
降
で
公
募
任
用
と
業
績
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
検
討
し
て
い
く
。

㈡
　
韓
国
の
開
放
型
職
位
制
度

　
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
を
直
接
検
証
し
た
研
究
は
少
な
い
。
代
表
的
な
も
の
は
韓
国
の
開
放
型
職
位
制
度
に
関
す
る
一
連
の
研
究
で

あ
る
。
韓
国
の
公
務
員
制
度
は
戦
前
か
ら
の
日
本
の
公
務
員
制
度
の
影
響
が
色
濃
く
、
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
の
内
部
昇
進
を
中
心
と
し

た
伝
統
的
な
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
）
18
（
ム
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
九
年
に
開
放
型
職
位
制
度
が
導
）
19
（
入
さ
れ
、
局
長
級
以
上
（
一
部
ポ
ス
ト
の

課
長
級
含
む
）
の
上
級
公
務
員
ポ
ス
ト
が
開
放
型
職
位
（
政
府
内
外
に
公
募
を
行
い
任
用
す
る
職
位
）、
公
募
職
位
（
政
府
内
限
定
で
公
募
を
行
い

任
用
す
る
職
位
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
開
放
型
職
位
制
度
と
業
績
の
関
係
を
分
析
し
た
研
究
と
し
てN

am
ko

）
20
（

ong
は
一
九
九
九
年
に
開
始
さ
れ
た
直
後
の
開
放
型
職
位
制
度

に
つ
い
て
、
そ
の
執
行
過
程
と
結
果
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。N

am
koong

は
開
放
型
職
位
の
運
用
面
で
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
主

に
公
務
員
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
は
事
前
と
事
後
の
二
度
実
施
さ
れ
、
制
度
導
入
前
の
回
答
者
の
期
待
水
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表
１
　
制
度
導
入
主
旨
に
対
す
る
期
待
水
準

質
問
項
目

全
体

（
n=897）

公
務
員

（
n=690）

市
民
団
体
活
動
家

（
n=41）

行
政
学
者

（
n=72）

報
道
人

（
n=25）

選
抜
審
査
委
員

（
n=69）

公
務
員
以
外
の
平
均

（
n=207）

Ｆ
値

（
有
意
水
準
）

公
職
内
外
公
開
競
争
任
用
の
効
果

3.21
3.04

4.15
3.71

3.48
3.74

3.78 
23.91︵.000︶

生
産
性
と
競
争
力
向
上
効
果

3.44
3.27

4.32
4.06

3.96
3.81

4.02 
29.63︵.000︶

（
出
典
）
N
am
koong、

2002年
、
p.172、

表
10を

元
に
筆
者
作
成
。
公
務
員
以
外
の
平
均
値
は
筆
者
が
算
出
。

表
２
　
制
度
施
行
１
年
後
の
成
果
に
対
す
る
認
識

質
問
項
目

全
体

（
n=881）

公
務
員

（
n=682）

市
民
団
体
活
動
家

（
n=40）

行
政
学
者

（
n=71）

報
道
人

（
n=26）

選
抜
審
査
委
員

（
n=62）

公
務
員
以
外
の
平
均

（
n=199）

Ｆ
値

（
有
意
水
準
）

行
政
の
専
門
性
向
上

2.96 
2.94 

3.13 
3.10 

2.96 
2.90 

3.03 
1.01 ︵.40 ︶

政
府
の
生
産
性
と
競
争
力
向
上

2.96 
2.95 

3.03 
3.10 

2.73 
2.94 

2.99 
.990︵.41 ︶

総
合
的
評
価

2.98 
2.97 

3.10 
3.10 

2.77 
3.02 

3.03 
.974︵.421︶

（
出
典
）
N
am
koong、

2002年
、
p.173、

表
11を

元
に
筆
者
作
成
。
公
務
員
以
外
の
平
均
値
は
筆
者
が
算
出
。

表
３
　
制
度
運
用
効
果
に
対
す
る
回
答
結
果

調
査
項
目

回
答
（
％
）

強
く
否
定

否
定

普
通

肯
定

強
く
肯
定

平
均

任
用
者
に
よ
る
生
産
性
向
上
効
果

6.0 
14.9 

43.0 
33.7 

2.4 
3.12 

業
務
遂
行
能
力

2.7 
 7.5 

33.6 
49.3 

6.8 
3.50 

組
織
文
化
の
変
化

6.6 
15.8 

51.1 
23.3 

3.2 
3.01 

（
出
典
）
Parkら

、
2002年

、
p.113、

表
12を

元
に
筆
者
作
成
。

表
４
　
回
答
者
の
属
性
に
よ
る
制
度
運
用
効
果
の
評
価
の
差
異

調
査
項
目

全
体

（
n=732）

本
人

（
n=73）

上
司

（
n=83）

同
僚

（
n=97）

部
下

（
n=423）

そ
の
他

（
n=56）

本
人
以
外

（
n=659）

Ｆ
値

（
有
意
水
準
）

生
産
性
向
上
効
果

3.12 
3.53 

3.04 
3.16 

3.13 
3.00 

3.11 
2.04︵.087︶

業
務
遂
行
能
力

3.50 
4.07 

3.49 
3.48 

3.50 
3.36 

3.48 
3.95︵.004︶

組
織
文
化
の
変
化

3.01 
3.53 

3.00 
2.91 

3.02 
2.91 

2.99 
3.19︵.013︶

（
出
典
）
Parkら

、
2002年

、
p.114、

表
13を

元
に
筆
者
作
成
。
本
人
以
外
の
平
均
値
は
筆
者
が
算
出
。
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準
と
、
導
入
後
一
年
が
経
過
し
た
後
の
回
答
者
の
認
識
を
比
較
し
て
い
る
。
表
１
は
制
度
導
入
前
の
調
査
結
果
、
表
２
は
制
度
導
入
後
の

調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
事
前
段
階
で
の
公
務
員
以
外
の
期
待
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
一
方
で
、
公
務
員
は
や
や
冷
め
た
見

方
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
一
年
後
の
調
査
の
結
果
、
回
答
者
の
多
く
が
制
度
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
効
果
を
期
待
し

て
い
た
よ
り
も
実
感
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。N

am
koong

は
こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
外
部
か
ら
の
任
用
を
も
っ
と
増
や

す
べ
き
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　Par

）
21
（

k

ら
も
、
開
放
型
職
位
制
度
導
入
直
後
の
二
〇
〇
一
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
は
開
放
型
職
位
の
任
用
を

行
っ
た
全
部
署
に
お
け
る
、
任
用
者
本
人
、
上
司
、
同
僚
、
部
下
、
人
事
担
当
者
、（
開
放
型
職
位
の
）
選
抜
試
験
委
員
、
受
験
者
で
あ
る
。

表
３
は
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
的
に
肯
定
的
な
評
価
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
業
務
遂
行
能
力
に
対
す
る
評
価

が
高
い
。
表
４
は
回
答
者
の
属
性
に
よ
る
評
価
の
違
い
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
任
用
者
本
人
の
自
己
評
価
が
特
に
高
い
た
め
、
そ
れ
を

除
く
と
生
産
性
、
組
織
文
化
の
変
化
の
項
目
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
３
に
近
く
、
変
化
が
な
い
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

　C

）
22
（

hoi

は
開
放
型
職
位
の
効
果
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
調
査
対
象
は
二
〇
〇
六
年
四
月
時
点
の
、
開
放
型
職
位
の

任
用
者
と
、
そ
の
上
司
、
同
僚
、
部
下
で
あ
る
。
表
５
は
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
的
に
制
度
導
入
の
効
果
を
肯
定
す

る
傾
向
が
あ
る
。
表
６
は
回
答
者
の
属
性
別
の
評
価
結
果
で
あ
る
。
政
策
立
案
能
力
、
生
産
性
の
向
上
効
果
に
つ
い
て
は
任
用
者
本
人
の

評
価
が
高
く
評
価
結
果
を
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
７
、
表
８
は
勤
続
期
間
別
、
任
用
者
と
の
関
係
別
に
み
た
制
度
の
全
体

的
な
成
果
に
関
す
る
評
価
で
あ
る
。
本
人
と
周
囲
の
差
だ
け
で
な
く
、
特
に
外
部
出
身
者
と
思
わ
れ
る
勤
続
年
数
が
三
年
未
満
の
回
答
者

一
二
）
23
（

人
の
評
価
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
制
度
導
入
後
六
年
が
経
過
し
たChoi

の
調
査
結
果
も
、N

am
koong

やPark

ら
と
同

じ
く
職
員
が
制
度
導
入
の
効
果
に
若
干
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
任
用
者
本
人
の
自
己
評
価
が
高
い
点
も
共
通
し
て
い
る
。

　
韓
国
の
先
行
研
究
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
い
ず
れ
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
職
員
の
主
観
的
な
認
識
レ
ベ
ル
で
の
生
産
性
向
上
効

果
を
測
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
各
組
織
レ
ベ
ル
の
実
質
的
な
業
績
が
ど
の
程
度
向
上
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た 
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表５　専門性、政策立案能力、生産性の向上効果

調査項目
回答（％） 回答の

平均値強く否定 否定 普通 肯定 強く肯定

専門性向上効果 3.0 14.1 44.7 34.1 4.1 3.22 

政策立案能力向上効果 4.1 16.5 40.6 35.9 2.9 3.17 

生産性向上効果 4.7 14.7 51.8 26.5 2.3 3.07 

（出典）Choi、2006年、pp. 164‒167を元に筆者作成。回答の平均値は筆者が算出。

表６　開放型職位任用者との関係別にみた評価の差異

調査項目 本人 上司 同僚 部下 Ｆ値（有意確率）

専門性向上効果 3.17 3.16 3.00 3.03  .35（.7893）

政策立案能力向上効果 3.58 3.12 3.16 3.04 2.81（.0411）

生産性向上効果 3.41 3.16 3.00 2.95 2.45（.0652）

（出典）Choi、2006年、pp. 164‒167を元に筆者作成。

表７　制度導入の全般的成果に対する評価（勤続期間別）

勤続期間 3年未満 3年～5年
未満

5年～10年
未満

10年～20年
未満 20年以上 F値（有意水準）

評価 3.91 3.20 2.93 3.12 3.11 
4.33（.0024）

回答者数 12 8 33 33 84

（出典）Choi、2006年、p. 170を元に筆者作成。

表８　制度導入の全般的成果に対する評価（任用者との関係別）

区分 本人 上司 同僚 部下 Ｆ値（有意水準）

評価 3.47 3.19 3.14 3.01 
3.01（.0319）

回答者数 29 24 31 86

（出典）Choi、2006年、p. 170を元に筆者作成。
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キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
で
育
成
さ
れ
て
き
た
内
部
出
身
の
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
開
放
型
職
位
制
度
の
導
入
は
自
動
的
に
昇
進
で
き
る
ポ 

ス
ト
の
削
減
、
昇
進
機
会
の
減
少
を
意
）
24
（

味
し
て
お
り
、
職
員
に
と
っ
て
不
利
益
な
制
度
で
あ
る
。
そ
の
た
め
建
前
で
は
制
度
の
必
要
性
を

肯
定
的
に
捉
え
て
い
て
も
、
そ
の
効
果
を
問
う
質
問
に
対
し
て
は
回
答
者
が
予
め
否
定
的
な
傾
向
の
バ
イ
ア
ス
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。
当
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
公
募
任
用
の
効
果
を
測
定
す
る
手
法
と
し
て
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
韓
国
の
開
放
型
職
位
制
度
の
場
合
、
そ
も
そ
も
民
間
部
門
か
ら
の
十
分
な
任
用
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
制
度

導
入
直
後
の
二
〇
〇
二
年
四
月
時
点
で
民
間
出
身
者
の
人
数
は
、
一
一
七
人
中
一
五
）
25
（
人
で
あ
る
。
時
間
の
経
過
と
共
に
民
間
出
身
者
は
若

干
増
え
て
お
り
、Choi
に
よ
る
二
〇
〇
六
年
時
点
の
デ
ー
タ
で
は
一
四
七
人
中
五
二
人
、
田
中
に
よ
る
二
〇
〇
七
年
一
二
月
時
点
の 

デ
ー
タ
で
は
一
五
六
人
中
五
〇
）
26
（
人
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
質
的
な
民
間
出
身
者
は
も
っ
と
少
な
い
と
の
研
究
も
あ
る
。
小
）
27
（
田
は
開
放

型
職
位
に
任
用
さ
れ
た
職
員
の
職
歴
を
分
析
し
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
四
月
時
点
で
開
放
型
職
位
に
指
定
さ
れ
て
い
る
一
六
一
職
位
（
た

だ
し
実
際
に
情
報
を
入
手
し
て
い
る
の
は
空
位
等
を
除
い
た
一
二
四
職
位
）
を
対
象
に
調
査
し
て
い
る
。
小
田
に
よ
れ
ば
、
純
粋
な
民
間
出
身
者

は
一
二
四
人
中
わ
ず
か
一
八
）
28
（

人
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
小
田
は
民
間
出
身
者
が
本
部
の
政
策
立
案
ポ
ス
ト
に
任
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は

稀
で
、
ほ
と
ん
ど
が
各
部
処
の
外
部
機
関
・
団
体
の
ポ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、N
am
koong

、Park

ら
、Choi
の
先
行
研
究
に
お
け
る
調
査
の
回
答
者
の
う
ち
、
民
間
出
身
者
の
周
囲
に
い

る
職
員
の
回
答
者
数
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
小
田
の
調
査
結
果
か
ら
、
民
間
出
身
者
の
周
囲
の
回
答
者
も
そ

の
大
半
が
重
要
と
は
い
え
な
い
外
部
機
関
・
団
体
の
職
員
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
韓
国
に
お
け
る
先
行
研
究
が
測
定
し
て

き
た
開
放
型
職
位
制
度
の
導
入
効
果
と
は
、
民
間
部
門
の
人
材
に
よ
る
専
門
性
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
導
入
効
果
で
は
な
く
、
任
用
過

程
の
競
争
効
果
の
み
を
測
定
し
た
分
析
で
あ
る
と
い
え
る
。
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㈢
　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
上
級
公
務
員
の
公
募
任
用

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
公
募
に
よ
る
外
部
出
身
者
と
業
績
の
関
係
が
近
年
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
下
院
の
行
政
委
員
）
29
（

会
が
公
募
に
よ
る
民
間

出
身
者
の
任
用
と
業
績
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
厳
し
い
財
政
事
情
が
あ
り
、
上
級
公
務
員
の
人
件
費
も
支
出
削
減

の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
優
秀
な
上
級
公
務
員
を
外
部
か
ら
も
任
用
す
る
た
め
に
、
外
部
出
身
者
に
は
内
部
出
身
の
公
務
員

よ
り
も
平
均
で
九
〇
〇
〇
―
三
万
六
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
高
い
給
）
30
（

与
を
支
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
公
務
員
と
の
選
抜
競
争
に
勝
っ
て
任
用
さ

れ
た
外
部
出
身
者
は
、
政
府
の
業
績
を
高
め
る
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
て
き
た
が
、
支
出
削
減
の
圧
力
が
高
ま
る
中
、
高
給
取
り
の
外
部
出

身
者
が
そ
の
報
酬
に
見
合
っ
た
働
き
を
し
て
い
る
か
問
題
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
外
部
出
身
者
と
業
績
の
関
係
に
つ
い

て
、
学
術
的
な
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
下
院
の
行
政
委
員
会
に
よ
る
外
部
出
身
者
と
内
部

出
身
者
の
業
績
を
比
較
し
た
報
告
）
31
（
書
や
、
内
閣
府
の
報
告
）
32
（
書
に
よ
り
情
報
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
十
分
な
デ
ー
タ
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
表
９
は
内
部
昇
進
と
公
募
で
任
用
さ
れ
た
、
上
級
公
務
員
個
人
の
業
績
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
業
績
は
四
段
階
で
数
字
が
小
さ
い

ほ
ど
業
績
が
良
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
般
的
に
想
定
さ
れ
る
の
と
は
逆
で
、
内
部
昇
進
者
と
公
募
任
用
者
で
は
内
部
昇
進
者
の
業

績
が
若
干
良
い
が
、
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。
表
10
は
、
内
部
出
身
者
の
公
務
員
と
外
部
出
身
者
の
業
績
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

任
用
さ
れ
て
か
ら
の
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど
業
績
も
良
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
表
10
は
任
用
期
間
に
よ
っ
て
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
内

部
か
外
部
か
に
よ
る
業
績
の
差
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
分
析
結
果
を
見
る
限
り
、
内
部
出
身
者
と
外
部
出
身
者
の
間
に
大
き
な
業
績
の
差
は
見
ら
れ
な
い
。
内
閣
府
の
報
告
書
も

ど
ち
ら
の
業
績
が
良
い
か
を
証
明
す
る
堅
固
な
証
拠
は
見
つ
か
ら
な
い
と
結
論
付
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
析
の
問
題
点
と
し
て
、
測
定

の
対
象
が
個
人
レ
ベ
ル
の
業
績
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
的
に
我
々
は
民
間
や
そ
の
他
公
共
部
門
か
ら
来
た
外
部
出
身
者
に
対
し
、
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表
９
　
上
級
公
務
員
の
任
用
手
続
別
の
業
績

業
績
評
価
（
％
表
示
、
１
が
最
上
位
）

区
分

人
数

1
2

3
4

内
部
昇
進

2,803
25.0 

44.2 
27.9 

3.0 

公
募
任
用

 942
23.4 

44.5 
27.8 

4.4 

そ
の
他

 144
16.0 

41.7 
36.1 

6.3 

不
明

  12
25.0 

25.0 
41.7 

8.3 

（
出
典
）
Cabinet O

ffice、
2011年

、
p.30を

元
に
筆
者
作
成
。

表
10　
上
級
公
務
員
の
出
身
・
勤
続
年
数
別
の
業
績

勤
続
年
数

１
年
未
満

１
～
２
年

２
～
３
年

勤
続
年
数
３
年
未
満
の
平
均

業
績
評
価

1
2

3
4
平
均

1
2

3
4
平
均

1
2

3
4
平
均

1
2

3
4
平
均

内
部
出
身
10.4 

39.8 
45.4 

4.4 
2.44 

22.4 
44.3 

30.2 
3.2 

2.14 
33.7 

41.5 
22.3 

2.5 
1.94 

22.6 
42.1 

32.0 
3.3 

2.16 

外
部
出
身
10.2 

42.0 
39.8 

8.0 
2.46 

23.0 
47.0 

25.0 
5.0 

2.12 
29.5 

48.4 
20.0 

2.1 
1.95 

21.2 
45.9 

27.0 
4.9 

2.14 

合
計

10.4 
40.5 

43.8 
5.4 

2.44 
22.5 

44.9 
29.0 

3.6 
2.14 

32.6 
43.2 

21.8 
2.4 

1.94 
22.3 

43.1 
30.9 

3.7 
2.16 

（
出
典
）
Cabinet O

ffice、
2011年

、
p.31を

元
に
筆
者
作
成
。
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個
人
レ
ベ
ル
の
業
績
に
留
ま
ら
ず
周
囲
へ
の
好
影
響
も
期
待
し
て
い
る
。
韓
国
の
開
放
型
職
位
制
度
の
導
入
目
的
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
閉
鎖
的
な
公
職
社
会
の
組
織
文
化
を
変
革
す
る
こ
と
へ
の
期
待
で
あ
る
。
一
方
で
、
外
部
出
身
者
は
公
共
部
門
の
専
門
知
識
に

関
し
て
は
必
然
的
に
不
足
し
て
い
る
。
一
般
的
に
外
部
出
身
者
は
業
績
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
政
治
関
連
の
知
識
な
ど
、
必

ず
内
部
出
身
者
よ
り
も
劣
る
部
分
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
不
足
部
分
は
外
部
出
身
者
本
人
の
業
績
に
は
マ
イ
ナ
ス

に
作
用
す
る
が
、
組
織
レ
ベ
ル
で
見
る
と
周
り
の
職
員
や
職
業
公
務
員
の
部
下
が
補
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
業
績
が
低
下
し
て
い
な

い
、
あ
る
い
は
高
ま
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
従
っ
て
公
募
任
用
の
効
果
を
測
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
人
レ
ベ
ル
の
業
績
で
議

論
を
す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
レ
ベ
ル
で
の
業
績
を
踏
ま
え
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

㈣
　
ア
メ
リ
カ
の
政
治
任
用
と
業
績
の
関
係

　
ア
メ
リ
カ
の
行
政
学
で
は
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
に
関
す
る
研
究
よ
り
も
、
政
治
任
用
と
業
績
の
関
係
へ
の
関
心
が
強
い
。
政
治
任

用
職
は
政
府
の
応
答
性
を
高
め
る
た
め
の
ポ
ス
ト
で
あ
り
、
成
績
主
義
で
は
な
く
政
治
家
に
よ
り
任
用
者
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、

本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る
職
業
公
務
員
の
公
募
任
用
と
は
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
政
治
任
用
と
公
募
任
用
は
、
公
共
部
門
で
経

験
を
積
ん
で
い
な
い
人
材
を
公
共
部
門
の
外
か
ら
も
任
用
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
従
っ
て
政
治
任
用
と
業
績
の
関
係
を
分
析

し
た
研
究
も
、
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
を
分
析
す
る
上
で
重
要
な
先
行
研
究
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

　
政
治
任
用
者
が
政
府
の
業
績
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
な
見
解
と
否
定
的
な
見
解
の
両
者
が
あ
る
。
本
項
で
は
政
治
任
用

と
業
績
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
ル
イ
ス
の
研
）
33
（

究
を
中
心
に
、
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。
や
や
古
い
デ
ー
タ
だ
が
ア
メ
リ
カ
のN

ational 

Com
m
ission of Public Ser

）
34
（

vice

に
よ
れ
ば
、
一
九
八
八
年
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒
業
生
の
う
ち
、
政
府
に
関
心
が
あ
る
の
は
わ
ず
か

七
％
で
あ
り
、
実
際
に
公
務
員
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
歩
む
者
は
も
っ
と
少
な
い
と
い
う
。
ま
た
公
共
部
門
の
大
卒
の
初
任
給
は
民
間
部
門

よ
り
も
平
均
で
六
〇
〇
〇
ド
ル
少
な
い
状
況
に
あ
り
、N

ational Com
m
ission of Public Service

は
危
機
感
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
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例
に
限
ら
ず
、
一
般
的
に
公
共
部
門
の
給
与
は
民
間
部
門
に
比
べ
て
少
な
く
、
労
働
市
場
に
お
け
る
民
間
部
門
と
の
人
材
獲
得
競
争
に
際

し
て
、
金
銭
面
で
不
利
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。N

ational Com
m
ission of Public Service

は
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か

の
デ
ー
タ
を
提
）
35
（
示
し
て
お
り
、
優
秀
な
人
材
が
公
共
部
門
を
避
け
る
理
由
と
し
て
、
公
務
員
の
仕
事
は
十
分
な
責
任
が
与
え
ら
な
い
、

（
責
任
が
与
え
ら
れ
ず
）
能
力
を
十
分
に
活
か
し
き
れ
な
い
、
公
務
員
の
仕
事
は
単
調
で
あ
る
、
と
の
意
見
が
多
い
と
述
べ
て
い
る
。
ル
イ

ス
は
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
材
の
う
ち
優
秀
な
人
は
民
間
部
門
へ
と
就
職
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
政
治

任
用
に
よ
る
外
部
出
身
者
の
方
が
公
務
員
よ
り
も
能
力
が
優
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
で
、
ル
イ
ス
は
公
共
部

門
と
民
間
部
門
に
は
違
い
が
あ
り
、
民
間
部
門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
の
は
難
し
い
と
の
見
解
も
あ
る
と
し
て
い
る
。Allison

は
公
共
部
門
と
民
間
部
門
の
双
方
で
勤
務
経
験
を
持
つ
人
物
の
見
解
や
、Rain

）
36
（

ey

ら
の
先
行
研
究
な
ど
を
示
し
、
官
民
の
共
通
点
と
相

違
）
37
（

点
を
挙
げ
て
い
る
。

　
ル
イ
ス
は
政
治
任
用
と
業
績
の
関
係
に
つ
い
て
の
二
つ
の
相
反
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
上
で
、
政
治
任
用
の
増
加
は
例
外
的

に
業
績
を
高
め
る
場
合
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
業
績
を
低
下
さ
せ
る
も
の
だ
と
主
張
す
る
。
ル
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
政
治
任
用
者
の
増
加

は
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
問
題
を
生
み
出
し
、
①
優
秀
な
公
務
員
の
採
用
が
難
し
く
な
る
こ
と
、
②
職
業
公
務
員
が
専
門
性
を
身
に
付

け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
下
げ
る
こ
と
、
③
管
理
職
の
離
職
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
組
織
の
業
績
を
低
下
さ
せ
）
38
（

る
と
し
て
い
る
。
上
級
幹

部
職
の
政
治
化
が
進
み
職
業
公
務
員
が
任
用
さ
れ
る
ポ
ス
ト
が
減
少
し
て
い
く
と
、
公
共
部
門
の
魅
力
が
低
下
し
優
秀
な
人
材
は
就
職
を

避
け
、
職
業
公
務
員
は
上
級
幹
部
職
に
就
く
た
め
の
専
門
性
を
身
に
付
け
る
意
欲
が
低
下
し
、
最
終
的
に
は
職
業
公
務
員
の
離
職
が
増
加

す
る
の
で
あ
る
。

　
政
治
任
用
は
基
本
的
に
業
績
を
低
下
さ
せ
る
が
、
例
外
的
に
政
治
任
用
が
業
績
を
向
上
さ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
も
ル
イ
ス
は
言
）
39
（
及
し
て

い
る
。
第
一
の
可
能
性
は
政
治
任
用
に
よ
る
有
効
性
の
向
上
で
あ
る
。
た
と
え
職
業
公
務
員
の
方
が
能
力
面
で
優
れ
て
い
て
も
政
府
の
目

標
に
向
か
っ
て
忠
実
に
業
務
を
遂
行
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
有
能
な
人
物
で
な
く
と
も
政
治
任
用
者
が
政
治
家
の
正
し
い
と
考
え
る
政
策
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を
推
進
す
る
こ
と
で
、
有
能
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
ル
イ
ス
は
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
の
可
能
性
は
短
期
的
な
業
績
の
向
上
で
あ

る
。
非
常
に
有
能
な
政
治
任
用
者
が
た
ま
た
ま
任
用
さ
れ
、
短
期
的
に
は
業
績
を
向
上
さ
せ
る
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
長
期
的
に
見
れ

ば
政
治
任
用
は
業
績
を
低
下
さ
せ
る
と
ル
イ
ス
は
述
べ
て
い
る
。
第
三
の
可
能
性
は
政
治
任
用
者
を
増
や
す
こ
と
で
職
業
公
務
員
の
欠
点

が
補
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
ル
イ
ス
はKra

）
40
（

use

ら
の
先
行
研
究
を
例
に
挙
げ
、
政
治
任
用
者
と
職
業
公
務
員
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

る
こ
と
で
業
績
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
）
41
（

る
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
議
論
か
ら
、
ル
イ
ス
は
政
治
任
用
者
が
業
績
に
与
え
る
影
響
を
、
事
例
研
究
と
計
量
分
析
の
両
面
か
ら
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
ル
イ
ス
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
連
邦
危
機
管
理
庁
の
対
応
を
事
例
に
し
て
、
政
治
任
用
者
の
当
該
領

域
に
お
け
る
経
験
、
専
門
知
識
の
有
無
が
組
織
の
業
績
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
、
政
治
任
用
が
職
員
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
、
専
門
性
を
有
し
た
適
切
な
人
材
を
配
置
す
れ
ば
業
績
が
向
上
す
る
場
合
も
あ
）
42
（

る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
政
治
任
用
者
の
数

と
業
績
の
関
係
に
つ
い
て
計
量
分
）
43
（
析
を
行
い
、
政
治
任
用
者
の
増
加
は
業
績
の
低
下
を
招
く
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　
ル
イ
ス
の
議
論
は
、
政
治
任
用
と
業
績
の
関
係
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
募
任
用
の
議
論
に
応
用
で
き
る
部
分
も
あ
る
。
公
募

任
用
の
増
加
に
よ
り
、
政
治
任
用
ほ
ど
の
影
響
は
な
い
と
し
て
も
、
職
業
公
務
員
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
影
響
が
出
る
可
能
性
は
あ
る
。

同
様
に
、
外
部
出
身
者
が
任
用
さ
れ
、
職
業
公
務
員
と
の
補
完
関
係
が
成
立
し
業
績
が
向
上
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
公
募
任
用
者

の
方
が
政
治
任
用
者
よ
り
も
平
均
的
な
能
力
で
は
優
れ
て
い
る
こ
と
は
（
任
用
決
定
の
基
準
か
ら
い
え
ば
）
確
か
で
あ
り
、
政
治
任
用
者
よ

り
も
業
績
を
低
下
さ
せ
る
程
度
は
低
い
だ
ろ
う
。
問
題
は
業
績
向
上
の
効
果
が
、
業
績
低
下
の
効
果
よ
り
大
き
い
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

加
え
て
連
邦
危
機
管
理
庁
の
事
例
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
業
績
を
左
右
す
る
要
因
と
な
る
適
切
な
専
門
性
を
有
し
た
人
材
が
確
保
で

き
る
の
か
が
論
点
と
な
る
。
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㈤
　
小
　
括

　
本
章
で
は
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
の
公
募
任
用
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
任
用
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
て
き
た
。
韓
国
に
お
け
る
開
放
型

職
位
制
度
の
研
究
は
、
公
募
任
用
の
導
入
が
任
用
者
本
人
に
限
定
的
で
は
あ
る
も
の
の
業
務
遂
行
能
力
や
政
策
立
案
能
力
が
高
ま
っ
た
と

感
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
民
間
部
門
か
ら
の
人
材
導
入
が
難
し
い
韓
国
固
有
の
環
境
の
た
め
、
実
質
的
に

は
、
任
用
過
程
に
お
け
る
競
争
効
果
を
検
証
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
加
え
て
、
調
査
手
法
上
の
限
界
か
ら
、
業
績
測
定
の
対
象
が
個
人
の
認

識
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
。
組
織
活
動
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
の
業
績
に
与
え
た
影
響
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
公
募
任
用
の
運
用
結
果
は
、
個
人
レ
ベ
ル
で
は
外
部
出
身
者
、
内
部
出
身
者
の
間
の
業
績
格
差
が
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
外
部
出
身
者
の
専
門
性
の
も
た
ら
す
影
響
は
、
任
用
者
本
人
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
個
人
レ
ベ
ル
だ
け
で

な
く
、
組
織
レ
ベ
ル
で
の
業
績
測
定
が
必
要
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
政
治
任
用
と
業
績
に
関
す
る
議
論
は
、
公
募
任
用
に
お
い
て
も
業
績
を
向
上
さ
せ
る
か
、
低
下
さ
せ
る
か
、
そ
の
両
方
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ル
イ
ス
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
政
治
任
用
で
例
外
的
に
業
績
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
任
用

者
が
当
該
領
域
の
専
門
性
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
い
う
。
政
治
任
用
の
場
合
、
任
用
者
の
決
定
は
本
人
の
能
力
以
外
の
部
分
で
決

ま
る
こ
と
も
多
い
が
、
公
募
任
用
は
能
力
に
応
じ
て
任
用
者
が
決
定
す
る
。
従
っ
て
そ
の
定
義
上
、
正
し
い
運
用
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、

あ
る
程
度
当
該
部
門
の
専
門
性
を
有
し
て
い
る
候
補
者
が
任
用
さ
れ
る
。
一
方
で
、
外
部
出
身
者
は
公
共
部
門
の
専
門
性
に
欠
け
て
い
る

側
面
も
あ
る
。
ル
イ
ス
の
研
究
の
よ
う
に
、
公
募
任
用
に
お
い
て
も
外
部
出
身
者
が
総
合
的
に
み
て
業
績
を
高
め
る
か
ど
う
か
、
理
論
化

と
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　
先
行
研
究
の
積
み
残
し
た
課
題
を
踏
ま
え
た
結
果
、
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
専
門
性
の
導
入
効
果
を
、

組
織
レ
ベ
ル
の
業
績
を
用
い
て
実
証
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
問
題
と
な
る
の
が
専
門
性
の
中
身
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
そ
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の
詳
細
に
は
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
導
入
す
る
こ
と
で
業
績
が
向
上
す
る
と
い
う
外
部
出
身
者
の
専
門
性
、
そ
し
て
不
足
す
る
と
業
績

を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
内
部
出
身
者
固
有
の
専
門
性
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
公
募
任
用

は
業
績
を
高
め
る
と
い
う
あ
る
種
の
経
験
的
知
識
、
一
般
常
識
に
依
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
に
つ
い
て
の
精

緻
な
理
論
化
が
不
足
し
て
い
る
。
業
績
を
左
右
す
る
中
心
的
概
念
で
あ
る
専
門
性
に
つ
い
て
も
、
業
績
と
の
関
係
性
で
語
ら
れ
る
こ
と
は

少
な
く
、
そ
の
概
念
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
専
門
知
識
と
技
能

㈠
　
行
政
学
・
政
治
学
・
公
共
政
策
論
に
お
け
る
「
知
識
」

　
行
政
学
・
政
治
学
・
公
共
政
策
論
に
お
け
る
議
論
で
は
、
公
務
員
の
専
門
性
は
、
主
に
政
策
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
を
説
明
す
る
場
合
、

政
策
決
定
過
程
の
分
析
を
す
る
場
合
の
説
明
変
数
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
田
）
44
（
丸
は
、
中
央
省
庁
の
法
案
作
成
過
程
に
お
け
る
官
僚
制
の

活
動
の
仕
組
み
、
意
思
決
定
方
式
に
関
す
る
実
証
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
法
律
事
務
官
が
持
つ
専
門
的
執
務
知
識
が
、
そ
れ

を
基
盤
と
し
た
法
案
作
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
田
丸
は
法
律
事
務
官
の
専
門
性
を
、「
専
門
知
識
」
と

「
執
務
知
識
」
に
区
分
し
て
い
る
。
専
門
知
識
と
は
特
定
の
政
策
分
野
に
お
け
る
知
識
で
あ
り
、
執
務
知
識
と
は
「
勤
務
上
の
交
渉
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
・
あ
る
い
は
『
文
書
に
通
ず
る
』
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
・
事
実
に
つ
い
て
の
知
）
45
（
識
」
と
し
て
い
る
。
田
丸
は
こ
れ
ら

二
つ
の
知
識
を
包
括
し
た
も
の
を
専
門
的
執
務
知
識
と
呼
ん
で
い
る
。

　
藤
）
46
（

田
は
、
日
英
に
お
け
る
技
官
の
専
門
性
と
自
律
性
の
違
い
に
着
目
し
、
行
政
に
お
け
る
専
門
性
確
保
の
方
法
、
専
門
性
を
担
う
公
務

員
集
団
の
行
動
様
式
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
政
策
決
定
の
あ
り
方
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
藤
田
は
専
門
性
の
高
い
行
政
組
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織
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
や
能
力
を
、
①
先
端
の
科
学
的
・
専
門
的
知
見
、
②
専
門
的
リ
テ
ラ
シ
ー
、
③
職
務
遂
行
上
の
管
理
的
側
面
に

お
け
る
能
力
の
三
つ
に
整
理
し
て
い
る
。
①
先
端
の
科
学
的
・
専
門
的
知
見
と
は
基
本
的
に
は
行
政
の
外
部
に
存
在
す
る
、
当
該
領
域
の

最
先
端
の
知
見
で
あ
る
。
②
専
門
的
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
①
の
知
見
を
理
解
す
る
た
め
に
行
政
職
員
に
求
め
ら
れ
る
リ
テ
ラ
シ
）
47
（
ー
で
あ
る
。

③
職
務
遂
行
上
の
管
理
的
側
面
に
お
け
る
能
力
と
は
、
行
政
実
務
の
中
で
習
得
さ
れ
る
能
力
で
あ
り
、
例
と
し
て
法
案
や
文
書
の
作
成
、

進
行
管
理
、
組
織
管
理
、
資
源
調
達
、
関
係
部
局
と
の
調
整
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
藤
田
は
こ
う
し
た
専
門
性
を
ど
の
よ
う
に
し
て

確
保
す
る
か
を
論
じ
て
お
り
、
②
③
は
行
政
職
員
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
①
の
最
先
端
の
知
見
は
行
政
の
外
部
に
い
る
専

門
家
か
ら
し
か
調
達
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
木
）
48
（
寺
は
地
方
制
度
改
革
を
題
材
に
、
専
門
家
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
実
現
す
る
か
否
か
の
成
否
を
分
け
る
要
因
と
し
て
、
官
僚
制
の
専
門
性

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
木
寺
に
よ
れ
ば
、
九
〇
年
代
の
地
方
分
権
改
革
で
は
自
治
省
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
機
関
委
任
事
務
制

度
の
廃
止
が
実
現
し
た
も
の
の
、
小
泉
政
権
期
の
改
革
で
は
官
僚
の
協
力
が
限
定
的
で
あ
っ
た
た
め
抜
本
的
な
制
度
改
革
が
実
現
し
な 

か
っ
た
と
さ
れ
る
。
木
寺
は
外
部
専
門
家
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
有
効
に
反
映
さ
れ
実
現
す
る
た
め
に
は
、
公
務
員
の
執
務
的
知
識
が
必
要
で

あ
り
、
両
者
が
揃
わ
な
け
れ
ば
意
図
し
た
通
り
の
政
策
形
成
は
成
功
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
河
）
49
（

野
は
、
政
策
過
程
や
政
治
的
決
定
に
お
け
る
説
明
変
数
と
し
て
の
知
識
の
影
響
を
分
析
す
る
上
で
、
専
門
的
知
識
概
念
の
整
理
と
類

型
化
を
行
っ
て
い
る
。
河
野
に
よ
れ
ば
、「
知
識
」
は
ま
ず
「
一
般
的
知
識
」
と
「
専
門
的
知
識
」
に
区
分
で
き
る
。
政
策
に
影
響
を
及

ぼ
す
の
は
そ
の
う
ち
の
専
門
的
知
識
で
あ
り
、
専
門
的
知
識
は
さ
ら
に
「
専
門
知
」
と
「
現
場
知
」
に
区
分
さ
れ
る
と
い
う
。
専
門
知
と

は
「
専
門
的
状
況
の
中
で
見
出
さ
れ
る
個
別
の
事
象
を
、
そ
の
外
部
効
果
ま
で
含
め
て
総
体
的
に
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
知
）
50
（

識
」
で
あ

り
、
様
々
な
因
果
関
係
を
相
互
関
連
的
に
捉
え
る
知
識
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
専
門
知
は
科
学
的
な
も
の
で
あ
り
、
外
部
に
開
か
れ
た
も
の

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
と
し
て
既
存
の
利
害
と
相
反
す
る
形
で
政
策
に
影
響
を
与
え
る
。
一
方
、
現
場
知
は
「
専
門
家
集
団
が
そ
の
職

業
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
独
占
的
に
も
っ
て
い
る
知
）
51
（
識
」
と
さ
れ
、
そ
の
定
義
上
、
特
定
の
利
害
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
河
野
は
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例
と
し
て
医
者
、
農
家
、
弁
護
士
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
現
場
知
は
一
定
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
中
で
の
み
影
響
力
を
も
つ
知
識
で
あ
り
、

メ
ン
バ
ー
の
利
害
と
関
わ
る
形
で
し
か
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
の
共
通
点
は
次
の
二
つ
に
集
約
で
き
る
。
公
務
員
の
専
門
性
を
主
に
①
政
策
形
成
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
限
定

し
て
い
る
点
、
そ
し
て
専
門
性
を
②
知
識
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
専
門
知
に
せ
よ
現
場
知
に
せ
よ
、
そ
の
議
論
の
範
疇
は
「
政
策
」
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
財
務
、

人
的
資
源
管
理
、
Ｉ
Ｔ
、
調
達
な
ど
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
部
門
の
専
門
性
や
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
よ
う
な
管
理
的
側
面
が
含
ま
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
従
来
の
研
究
が
こ
の
よ
う
な
専
門
性
を
見
落
と
し
て
き
た
と
い
う
よ
り
も
、
先
行
研
究
の
関
心
が
行
政
の
能
率
や
人
的

資
源
管
理
で
は
な
く
、
政
策
形
成
過
程
や
政
策
変
化
・
結
果
の
分
析
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
必
然
的
に
政
策
変
化
に

直
接
的
な
影
響
の
な
い
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
部
門
の
専
門
知
識
は
議
論
の
範
囲
外
と
な
る
。
し
か
し
財
務
や
人
的
資
源
管
理
の
よ
う
な
専
門

知
識
は
、
組
織
の
業
績
を
分
析
す
る
上
で
最
も
重
要
な
専
門
知
識
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
含
め
た
概
念
を
新
た
に
定
義
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
第
二
に
、
先
行
研
究
は
公
務
員
の
能
力
を
「
知
識
」
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
経
営
学
や
労
働
経
済
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
知
識
」
と

「
技
能
」
の
違
い
に
無
関
心
で
あ
る
。
詳
細
は
次
節
で
述
べ
る
が
、「
知
識
」
に
対
し
て
「
技
能
」
は
経
験
を
通
じ
て
習
得
す
る
も
の
で
あ

り
、
習
得
方
法
も
そ
の
中
身
も
異
な
る
別
個
の
概
念
で
あ
る
。
行
政
組
織
も
一
般
的
組
織
の
一
類
型
で
あ
る
こ
と
、
本
稿
の
関
心
が
行
政

組
織
の
能
率
に
あ
り
親
和
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、
行
政
学
よ
り
も
知
識
・
技
能
概
念
の
分
析
が
進
ん
で
い
る
経
営
学
、
労
働
経
済
学
に
お

け
る
議
論
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

㈡
　
経
営
学
・
労
働
経
済
学
に
お
け
る
知
識
と
技
能

　
本
節
で
は
経
営
学
の
領
域
で
、
働
く
人
間
の
知
識
と
技
能
が
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
て
き
た
か
を
検
討
す
る
。
松
）
52
（
本
は
認
知
心
理
学
に
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お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
知
識
と
技
能
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
説
）
53
（
明
し
て
い
る
。
人
間
の
知
っ
て
い
る
こ
と
（know

ing

）
は
、

知
識
（know

ledge

）
と
技
能
（skill

）
に
区
分
で
き
る
。
知
識
と
は
内
容
を
知
る
こ
と
（know

ing w
hat

）
で
あ
り
、
技
能
と
は
方
法
を

知
る
こ
と
（know

ing how

）
で
あ
る
。
松
本
は
技
能
概
念
の
特
徴
と
し
て
、
①
練
習
や
経
験
の
産
物
で
あ
る
こ
と
、
②
意
図
す
る
成
果

を
生
み
出
す
「
能
力
」
で
あ
る
こ
と
（
手
先
の
器
用
さ
の
よ
う
な
作
業
能
力
だ
け
で
は
な
い
）、
③
自
動
化
さ
れ
た
能
力
で
あ
る
こ
と
、
④
具

体
的
な
能
力
と
し
て
の
技
能
と
そ
れ
を
用
い
る
メ
タ
能
力
の
階
層
構
造
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
①
経
験
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
知
識
と
異
な
り
技
能
は
実
践
を
経
て
習
得
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
②
成
果
を
生
み
出
す
能
力
で
あ
る
と
は
、
知
識
は
そ

れ
自
体
が
成
果
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な
い
の
に
対
し
て
、
技
能
は
何
ら
か
の
成
果
を
意
図
し
た
能
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
③

自
動
化
さ
れ
た
能
力
と
は
、
技
能
は
そ
れ
を
用
い
る
の
に
注
意
を
払
わ
な
く
と
も
よ
い
能
力
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
使
用
に
際
し
て
注
意

を
払
わ
な
く
て
も
よ
い
た
め
、
技
能
に
は
言
葉
で
は
表
現
が
難
し
い
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
④
技
能
と
メ
タ
技
能
と
は
、

技
能
に
は
個
別
具
体
的
な
能
力
と
、
状
況
に
応
じ
て
そ
れ
ら
の
個
別
能
力
を
使
い
分
け
る
メ
タ
能
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
あ
る
法
案
を
実
現
さ
せ
る
た
め
利
害
関
係
者
の
説
得
が
必
要
な
場
合
、
説
得
に
用
い
る
技
能
は
、
会
話
技
能
、
資
料
作
成
技
能
な
ど

様
々
だ
ろ
う
。
し
か
し
た
だ
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
を
用
い
る
だ
け
で
は
良
い
成
果
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
置
か
れ
た
環
境
や
説
得
相

手
に
応
じ
て
、
ど
の
技
能
を
用
い
る
か
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
家
を
説
得
す
る
場
合
で
も
、
簡
易
な
資
料
に
よ
る
簡
潔
な
説

明
が
有
効
な
場
合
、
詳
細
な
資
料
が
有
効
な
場
合
、
理
屈
よ
り
も
熱
心
さ
や
人
間
関
係
を
前
面
に
押
し
出
す
方
が
有
効
な
場
合
な
ど
、
状

況
に
よ
り
有
効
な
技
能
は
千
差
万
別
で
あ
る
。
技
能
に
は
状
況
に
応
じ
た
技
能
の
選
択
を
行
う
メ
タ
技
）
54
（

能
が
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
松
本
の
整
理
に
、
前
節
の
専
門
性
の
議
論
を
当
て
は
め
て
み
る
。
田
丸
の
専
門
知
識
、
藤
田
の
先
端
の
専
門
的
知
見
、
河

野
の
専
門
知
は
こ
こ
で
い
う
所
の
「
知
識
」
で
あ
る
。
一
方
で
、
田
丸
の
執
務
知
識
、
藤
田
の
専
門
的
リ
テ
ラ
シ
ー
と
職
務
遂
行
上
の
能

力
、
河
野
の
現
場
知
は
、「
知
識
」
と
い
う
よ
り
「
技
能
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
両
者
を
知
識
と
呼
ん
で
し
ま
う
と
、
実
務
経
験
を
通

じ
て
習
得
す
る
「
技
能
」
の
特
徴
が
言
葉
の
上
か
ら
消
失
す
る
。
以
後
、
本
稿
で
は
専
門
性
を
議
論
す
る
上
で
、「
知
識
」
と
「
技
能
」
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と
い
う
形
で
区
分
し
て
検
討
を
進
め
る
。

　
公
募
任
用
に
よ
り
外
部
の
専
門
性
、
す
な
わ
ち
知
識
と
技
能
を
導
入
し
業
績
が
向
上
す
る
か
を
論
じ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
大

雑
把
に
全
て
の
領
域
、
職
種
を
一
括
し
て
議
論
し
て
き
た
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
政
府
の
方
が
優
れ
た
知
識
・
技
能
を
有
す
る
領
域
、
民

間
が
優
れ
た
知
識
・
技
能
を
持
つ
領
域
に
区
分
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
公
共
部
門
に
特
殊
的
な
知
識
・
技
能
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
外

部
の
優
れ
た
知
識
・
技
能
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
労
働
経
済
学
の
議
論
は
こ
う
し
た
問
題
を
整
理
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
。

　
技
能
の
研
究
は
主
に
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
を
対
象
に
労
働
経
済
学
の
領
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
ベ
ッ
カ
）
55
（
ー
は
、
人
的
資
本
の
形
成
に

関
し
て
、
そ
の
訓
練
の
あ
り
方
を
一
般
訓
練
と
特
殊
訓
練
に
区
別
し
て
い
る
。
人
的
資
本
の
形
成
と
は
労
働
者
の
能
力
開
発
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
便
宜
上
、
技
能
と
置
き
換
え
て
考
え
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
一
般
訓
練
と
は
、
そ
の
企
業
に
限
ら
ず
他
の
企
業
で
も
有
効
な
技
能

の
訓
練
を
指
す
。
一
般
的
技
能
は
転
職
を
し
た
場
合
で
も
、
有
効
性
は
失
わ
れ
な
い
た
め
労
働
者
は
自
発
的
に
訓
練
に
励
む
と
い
う
。
特

殊
訓
練
と
は
あ
る
企
業
内
で
の
み
通
用
す
る
技
能
の
訓
練
で
あ
る
。
転
職
を
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
技
能
は
有
効
性
を
失
う
た
め
、
労

働
者
は
自
発
的
に
訓
練
し
よ
う
と
せ
ず
、
企
業
が
費
用
を
負
担
し
て
特
殊
訓
練
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
久
）
56
（
本
は
技
能
の
通
用
性
に
関
す
る
ベ
ッ
カ
ー
の
整
理
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
い
る
。
久
本
に
よ
れ
ば
、
技
能
は
①
汎
用
技
能
、
②
職
種

専
用
技
能
、
③
業
界
専
用
技
能
、
④
企
業
専
用
技
能
の
四
つ
に
区
分
で
き
る
と
い
う
。
①
汎
用
技
能
、
④
企
業
専
用
技
能
に
つ
い
て
は
そ

の
名
が
示
す
と
お
り
ベ
ッ
カ
ー
の
議
論
と
同
様
で
あ
る
。
②
職
種
専
用
技
能
と
は
、
あ
る
職
種
専
用
の
技
能
で
あ
り
、
③
業
界
専
用
技
能

と
は
、
あ
る
業
界
で
の
み
通
用
す
る
技
能
で
あ
る
。
ベ
ッ
カ
ー
に
お
い
て
は
汎
用
か
企
業
専
用
か
の
両
極
端
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
実

際
に
は
特
定
の
職
種
、
業
界
に
限
定
す
れ
ば
他
企
業
で
も
通
用
す
る
技
能
は
数
多
い
。
久
本
は
、
ベ
ッ
カ
ー
以
来
の
二
分
法
で
は
①
と
④

が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
む
し
ろ
現
実
に
は
②
と
③
の
比
重
の
方
が
高
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
汎
用
技
能
、
職
種
専
用
技
能
の
側
面
が
強

い
仕
事
で
あ
れ
ば
、
業
界
や
企
業
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
そ
の
技
能
が
通
用
す
る
部
分
は
多
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
業
界
専
用
技
能
、
企
業

専
用
技
能
の
側
面
が
強
い
仕
事
の
場
合
、
技
能
が
通
用
す
る
範
囲
は
同
じ
業
界
、
同
じ
企
業
内
に
限
定
的
と
な
る
。
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本
章
で
は
、
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
み
る
上
で
重
要
な
、
公
務
員
の
専
門
性
を
検
討
し
て
き
た
。
公
募
任
用
に
よ
る
専
門
性
の
変
化

と
業
績
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
公
務
員
の
専
門
性
を
よ
り
細
分
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
公
務
員
に
必
要
な
専
門
性
は
①
専

門
知
識
、
②
汎
用
技
能
、
③
職
種
専
用
技
能
、
④
業
界
専
用
技
能
、
⑤
企
業
専
用
技
能
に
区
分
さ
れ
る
。
①
専
門
知
識
と
は
、
先
端
の
科

学
的
・
専
門
的
知
見
で
あ
り
、
藤
田
が
定
義
し
て
い
る
よ
う
に
、
公
務
員
は
そ
れ
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
外
部
の
専
門
家
に
頼
る
こ

と
と
な
る
。
②
汎
用
技
能
と
は
、
ど
こ
の
組
織
で
も
習
得
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
り
組
織
内
外
の
出
身
に
関
わ
ら
ず
保
有
し
て
い
る
技

能
で
あ
る
。
語
学
力
な
ど
は
そ
の
典
型
だ
ろ
う
。
③
職
種
専
用
技
能
と
は
、
そ
の
組
織
の
業
種
に
関
わ
ら
ず
同
じ
職
種
な
ら
共
通
し
て
通

用
す
る
技
能
で
あ
る
。
財
務
、
人
的
資
源
管
理
、
労
務
、
調
達
、
Ｉ
Ｔ
、
広
報
な
ど
、
あ
ま
り
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
業
務
が
相
当
す
る
。
④
業
界
専
用
技
能
と
は
、
公
共
部
門
に
特
有
な
技
能
が
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
議
会
、
政
治
家
、
利
害
関
係

者
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
技
能
な
ど
は
、
国
・
地
方
に
関
わ
ら
ず
あ
る
程
度
共
通
し
た
部
分
が
あ
る
。
⑤
企
業
専
用
技
能
と
は
、
そ
の
組

織
に
限
定
的
な
技
能
で
あ
り
、
各
省
庁
、
更
に
言
え
ば
特
定
の
局
や
課
に
限
定
さ
れ
た
技
能
で
し
か
必
要
の
な
い
技
能
が
該
当
す
る
。
固

有
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
や
、
日
常
的
な
管
理
業
務
に
関
す
る
技
能
な
ど
、
異
動
に
伴
い
通
用
し
な
く
な
る
技
能
で
あ
る
。
次
章
で

は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
専
門
性
の
概
念
を
用
い
て
、
公
募
任
用
と
業
績
に
関
す
る
仮
説
を
提
示
し
た
い
。

五
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
を
検
討
し
て
き
た
。
第
一
章
で
は
研
究
の
概
要
を
述
べ
、
第
二
章
で
は
公
募
任
用
の
定

義
と
公
務
員
制
度
改
革
に
お
け
る
公
募
任
用
の
位
置
づ
け
を
論
じ
、
公
募
任
用
が
行
政
組
織
の
業
績
向
上
を
目
的
と
す
る
手
法
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
章
で
は
公
募
任
用
と
業
績
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
た
。
先
行
研
究
の
検
討
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

で
は
任
用
過
程
に
お
け
る
競
争
効
果
の
検
証
と
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
業
績
の
変
化
に
関
心
が
置
か
れ
て
お
り
、
外
部
の
専
門
性
導
入
に
よ
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る
影
響
の
検
証
と
、
組
織
レ
ベ
ル
で
の
業
績
の
変
化
に
関
す
る
分
析
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
外
部
の
専
門
性
導
入
と

業
績
の
関
係
を
議
論
す
る
上
で
、
公
務
員
の
専
門
性
は
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
第
四
章
で
は
専
門
性
に
関
す
る
先
行
研
究
を
検
討
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
行
政
学
に
お
け
る
専
門
性
の
議
論
は
政
策
変
化
を
説
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
専
門
性
と
業
績
の
関
係
を
分
析
す
る
に

は
経
営
学
に
お
け
る
知
識
・
技
能
概
念
を
用
い
る
の
が
適
切
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
公
務
員
の
専
門
性
は
知
識
と
技
能
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
技
能
は
汎
用
技
能
、
職
種
専
用
技
能
、
業
界
専
用
技
能
、
企
業

専
用
技
能
の
四
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
専
門
性
に
関
す
る
分
析
枠
組
み
を
、
公
募
任
用
と
業
績
の
関
係
に
援
用
す
る
と
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
公
務
員
の
専
門
性
は
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
①
専
門
知
識
、
②
職
種
専
用
技
能
、
③
業
界
専
用

技
能
、
④
企
業
専
用
技
能
、
⑤
汎
用
技
能
、
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
⑤
の
汎
用
技
能
は
、
ど
こ
の
組
織
で
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
だ
か
に
関
わ
ら
ず
身
に
付
け
ら
れ
る
技
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
募
任
用
に
よ
る
業
績
向
上
に
は
影
響
を
与
え
な
い
。
議
論
の
対
象

か
ら
は
除
く
こ
と
と
す
る
。
従
っ
て
公
募
任
用
に
お
け
る
任
用
者
の
高
い
専
門
性
が
組
織
の
高
い
業
績
を
生
み
出
す
の
だ
と
す
れ
ば
、
最

も
専
門
性
が
高
い
状
態
と
は
、
任
用
者
が
当
該
職
位
に
応
じ
た
①
②
③
④
の
技
能
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
想
的
状

況
は
な
か
な
か
生
じ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
①
の
専
門
知
識
は
、
そ
の
定
義
か
ら
し
て
主
に
学
者
・
研
究
者
に
し
か
保
有
し
得
な
い
も
の
で

あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
職
業
公
務
員
が
保
有
す
る
の
は
②
③
④
の
技
能
、
学
者
以
外
の
外
部
出
身
者
が
保
有
す
る
の
は
最
大
で
も
②
③

の
技
能
の
み
と
な
る
。
ま
た
任
用
対
象
の
ポ
ス
ト
に
よ
っ
て
各
知
識
・
技
能
を
必
要
と
さ
れ
る
比
重
は
異
な
っ
て
く
る
。
政
策
立
案
に
関

わ
る
ポ
ス
ト
で
は
、
専
門
知
識
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
人
事
や
財
務
の
ポ
ス
ト
で
は
専
門
知
識
や
政
策
領
域
に
関
わ
る
知
識
は
そ
れ

程
必
要
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
科
学
顧
問
の
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
職
も
専
門
知
識
以
外
の
技
能
を
そ
れ
程
必
要
と
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
外
部
か
ら
の
任
用
者
が
内
部
出
身
の
職
業
公
務
員
を
上
回
る
専
門
性
を
持
つ
場
合
、
つ
ま
り
公
募
任
用
が
業
績
を
高
め
る
場
合

と
は
ど
の
よ
う
な
条
件
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
公
募
任
用
が
組
織
の
業
績
を
高
め
る
場
合
の
仮
説
を
提
示
す
る
。

　
一
．
民
間
部
門
か
ら
の
任
用
は
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
ポ
ス
ト
に
お
い
て
業
績
を
高
め
る
。
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民
間
部
門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
公
共
部
門
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
す
る
一
般
常
識
が
正
し
け
れ
ば
こ
の
仮
説
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
相
当
す
る
管
理
業
務
の
技
能
は
②
の
職
種
専
用
技
能
で
あ
り
、
職
種
専
用
技
能
の
比
重
が
高
い
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
部
門

の
業
績
は
、
民
間
部
門
か
ら
の
任
用
に
よ
り
高
ま
る
は
ず
で
あ
る
。

　
二
．
学
者
・
研
究
者
の
任
用
は
、
技
能
を
必
要
と
し
な
い
ポ
ス
ト
に
限
り
業
績
を
高
め
る
。

　
学
者
・
研
究
者
は
専
門
知
識
と
い
う
、
職
業
公
務
員
の
持
た
な
い
高
い
専
門
性
を
有
し
て
い
る
が
、
実
務
を
通
じ
た
技
能
に
欠
け
て
い

る
。
助
言
を
主
な
役
割
と
す
る
科
学
顧
問
の
よ
う
な
、
ス
タ
ッ
フ
職
に
任
用
さ
れ
た
場
合
は
業
績
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
．
企
業
専
用
技
能
の
比
重
が
高
い
ポ
ス
ト
へ
の
公
募
任
用
は
業
績
を
低
下
さ
せ
る
。

　
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
外
交
官
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
は
中
央
政
府
の
特
定
部
門
に
し
か
存
在
せ
ず
、
企
業
専
用
技
能
の
占

め
る
割
合
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
周
囲
の
職
員
が
企
業
専
用
技
能
の
不
足
を
補
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
は
他

の
知
識
・
技
能
の
重
要
性
が
低
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
部
門
、
ス
タ
ッ
フ
職
な
ど
は
任
用
者
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
能
の
比
重
が
比
較
的
容
易
に
推
測
が
つ
く

が
、
政
策
立
案
の
ポ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
本
稿
の
分
析
の
み
で
確
固
た
る
仮
説
を
立
て
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
以
下
、
任
用
者
の
出
身
領

域
別
に
検
討
す
る
。

　
第
一
に
、
政
策
立
案
部
門
へ
の
民
間
出
身
者
が
任
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
民
間
部
門
出
身
者
が
③
の
業
界
専
用
技
能
に
お
い
て
内
部

の
職
業
公
務
員
よ
り
優
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
一
方
、
民
間
出
身
者
で
政
策
立
案
部
門
の
②
職
種
専
用
技
能
、
④
企
業
専

用
技
能
を
有
し
て
い
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
業
績
を
低
下
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
②
④
の
技
能
不

足
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
以
上
に
③
業
界
専
用
技
能
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
可
能
性
も
あ
る
。

　
第
二
に
、
政
策
立
案
部
門
へ
地
方
自
治
体
出
身
者
が
任
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
出
身
者
は
政
策
立
案
の
経
験
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
当
該
ポ
ス
ト
の
政
策
領
域
の
経
験
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
任
用
者
が
②
③
の
技
能
を
有
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
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し
か
し
地
方
自
治
体
出
身
者
の
②
③
の
技
能
が
内
部
出
身
の
公
務
員
よ
り
優
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
明
ら
か
で
な
い
。
②
③
の
技
能
水
準

で
大
差
が
な
い
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
④
の
企
業
専
用
技
能
が
欠
け
て
い
る
分
、
地
方
自
治
体
出
身
者
は
業
績
を
低
下
さ
せ
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
第
三
に
、
政
策
立
案
部
門
へ
そ
の
他
公
共
部
門
出
身
者
が
任
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
国
際
機
関
の
出
身
者
は
、
当
該
政
策

領
域
に
お
け
る
③
業
界
専
用
技
能
に
長
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
民
間
部
門
出
身
者
同
様
、
②
④
の
技
能
が
欠
け
て
お
り
業
績

低
下
の
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
メ
リ
ッ
ト
が
デ
メ
リ
ッ
ト
を
上
回
る
場
合
は
業
績
を
高
め
る
場
合
も
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
政
策
立
案
の
ポ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
個
別
ポ
ス
ト
に
お
け
る
各
知
識
・
技
能
の
比
重
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
実
証

分
析
の
前
段
階
で
業
績
に
関
す
る
仮
説
を
立
て
る
の
が
難
し
い
。
任
用
者
本
人
の
技
能
が
欠
け
て
い
る
部
分
を
周
囲
が
補
い
、
優
れ
て
い

る
部
分
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
組
織
レ
ベ
ル
で
業
績
を
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
仮
説
、
推
論
は
実

証
的
な
裏
づ
け
に
欠
け
て
お
り
、
計
量
分
析
に
よ
る
総
合
的
な
検
証
、
事
例
研
究
に
よ
る
因
果
関
係
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

（
1
）  

本
稿
で
は
便
宜
上
、
大
学
卒
業
後
に
採
用
さ
れ
内
部
育
成
さ
れ
た
職
業
公
務
員
出
身
の
上
級
公
務
員
を
内
部
出
身
、
中
途
採
用
で
政
府
外
か
ら

任
用
さ
れ
た
民
間
部
門
、
そ
の
他
公
共
部
門
（
地
方
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
世
界
銀
行
な
ど
の
国
際
機
関
）
出
身
の
上
級
公
務
員
を
外
部
出
身
と 

呼
ぶ
。

（
2
）  Cabinet O

ffice, Senior Civil Service: Annexes 

（2011
）, p. 31. available at: http://w

w
w.civilservice.gov.uk/w

p-content/up-
loads/2011/09/SCS-2010-annexes_tcm

6-38525.pdf （last visited 8.11.2011

）.

（
3
）  H

ouse of Com
m
ons Public Adm

inistration Select Com
m
ittee, O

utsiders and Insiders: External A
ppointm

ents to the Senior 
Civil Service （London: The Stationery O

ffice Ltd, 2010

）.

（
4
）  H

ouse of Com
m
ons Public Adm

inistration Select Com
m
ittee, op. cit., p. 18.
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（
5
）  

韓
国
な
ど
地
方
政
府
レ
ベ
ル
で
の
公
募
任
用
を
導
入
し
て
い
る
国
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
各
国
の
中
央
政
府
、
そ
の
中
で
も
特
に
上
級
公
務
員

を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
議
論
の
対
象
を
限
定
す
る
理
由
は
、
多
く
の
場
合
、
中
央
政
府
の
上
級
公
務
員
は
、
各
国
間
で
の
業
務
内
容
、
能
力
水

準
の
差
が
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
6
）  
本
稿
で
は
分
析
の
対
象
を
成
績
主
義
に
よ
り
任
用
さ
れ
る
公
募
任
用
に
限
定
し
て
い
る
。
公
開
募
集
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
政
治
的
に
任
用
者

を
決
定
す
る
方
法
も
理
論
的
に
は
あ
り
得
る
し
、
そ
れ
を
公
募
任
用
と
呼
ぶ
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
分
析
の
対
象

と
し
て
い
な
い
。
政
治
任
用
者
に
は
、
主
に
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
政
権
へ
の
応
答
性
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
成
績
任
用
（
メ
リ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
）
に
よ
る
職
業
公
務
員
に
は
業
務
の
能
率
、
効
率
、
有
効
性
が
求
め
ら
れ
る
。
異
な
る
目
的
の
任
用
制
度
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と
は
議
論
を

混
同
さ
せ
る
た
め
、
ま
た
本
稿
の
関
心
は
政
府
の
能
率
や
効
率
に
あ
る
た
め
、
政
治
任
用
を
分
析
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
成
績
主

義
に
基
づ
く
公
募
任
用
で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
な
任
用
者
の
決
定
権
を
大
臣
（
政
治
家
）
が
握
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。
成
績
主
義
の
公
募
任
用
と

い
え
ど
も
、
実
質
的
に
ど
こ
ま
で
政
治
性
を
排
除
で
き
て
い
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

（
7
）  

こ
う
し
た
論
点
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
民
間
部
門
の
労
働
市
場
の
流
動
性
が
比
較
的
高
い
国
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
公

募
に
よ
る
中
途
採
用
が
民
間
部
門
で
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
国
で
は
、
公
務
員
だ
け
が
終
身
雇
用
、
自
動
的
な
内
部
昇
進
を
保
障
さ
れ
る
こ

と
を
不
公
平
だ
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。

（
8
）  

Ｎ
Ｐ
Ｍ
は
理
論
よ
り
も
実
践
が
先
行
し
て
き
た
背
景
か
ら
、
そ
の
概
念
や
原
理
に
関
す
る
議
論
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
辛
は
こ
れ
ら
の
諸

議
論
を
整
理
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
原
理
は
①
市
場
競
争
の
利
用
、
②
結
果
に
よ
る
管
理
の
二
つ
に
大
き
く
区
分
で
き
る
と
し
て
い
る
。
辛
素
喜
「
Ｎ
Ｐ

Ｍ
の
一
般
理
論
と
Ｎ
Ｐ
Ｍ
型
改
革
の
国
際
比
較
研
究
」『
季
刊
行
政
管
理
研
究
』
第
一
二
五
号
、
二
〇
〇
九
年
、
三
一
―
四
三
頁
。

（
9
）  

あ
く
ま
で
も
理
念
型
と
し
て
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
二
つ
の
区
分
だ
け
で
各
国
の
公
務
員
制
度
を
完
全
に
分
類
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。

（
10
）  Auer, Astrid and Christoph D

em
m
ke and Robert Polet, Civil Services in the Europe of Fifteen: Current Situation and Pros-

pects （M
aastricht: European Inst. of Public Adm

inistration, 1996

）, pp. 32 -33.

（
11
）  Auer

ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
五
ヶ
国
を
対
象
に
分
析
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
民
間
部
門
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
民
間
部
門
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
労
働
市
場
の
流
動
性
が
低
い
日
本
や
韓
国
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
12
）  Self, Peter, A

dm
inistrative Theories and Politics, 2

nd Edition with a N
ew Introduction 

（London: G
eorge Allen and U

nw
in 

Ltd, 1982

）, pp. 228 -233.
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（
13
）  

Ｂ
・
Ｓ
・
シ
ル
バ
ー
マ
ン
（
武
藤
博
己
、
新
川
達
郎
、
小
池
治
、
西
尾
隆
、
辻
隆
夫
訳
）『
比
較
官
僚
制
成
立
史
』
三
嶺
書
房
、
一
九
九
九
年
、

一
二
―
一
八
頁
。

（
14
）  

村
松
は
こ
う
し
た
制
度
全
体
の
ま
と
ま
り
を
「
体
系
性
（system

）」
と
表
現
し
て
い
る
。
村
松
岐
夫
編
著
『
公
務
員
制
度
改
革
』
学
陽
書
房
、

二
〇
〇
八
年
、
二
四
―
二
五
頁
。

（
15
）  O

ECD, Public Sector M
odernization: M

odernizing Public Em
ploym

ent, O
ECD

 Policy Brief （July 2004

）, pp. 2 -3.

（
16
）  
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、D

em
m
ke, Christoph and Tim

o M
oilanen, Civil Service in the EU

 of 27: Reform
 O
utcom

es and the 
Future of the Civil Service （Frankfurt am

 M
ain: Lang, 2010

）
を
参
照
。

（
17
）  

レ
イ
ナ
ー
卿
の
改
革
（
レ
イ
ナ
ー
検
査
）
に
つ
い
て
は
、
君
村
昌
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
公
務
員
制
度
の
変
容
と
課
題
」

『
同
志
社
法
学
』
三
九
巻
、
五
―
六
号
、
一
九
八
九
年
、
二
九
―
八
五
頁
、
を
参
照
。

（
18
）  

改
革
前
の
韓
国
の
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
田
中
誠
一
『
韓
国
官
僚
制
の
研
究

―
政
治
発
展
と
の
関
連
に
お
い
て

―
』
大
阪
経
済
法
科

大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
、
を
参
照
。

（
19
）  

韓
国
の
上
級
公
務
員
制
度
（
高
位
公
務
員
団
）、
開
放
型
職
位
制
度
の
任
用
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
田
中
秀
明
「
国
家
公
務
員
制
度
改
革
基

本
法
の
意
義
と
課
題

―
年
功
序
列
か
ら
業
績
主
義
へ

―
」『
季
刊
政
策
・
経
営
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
三
―
三
三
頁
、
同
、「
専
門

性
か
応
答
性
か

―
公
務
員
制
度
改
革
の
座
標
軸
（
上
）」『
季
刊
行
政
管
理
研
究
』
第
一
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年
、
三
―
三
六
頁
、
が
詳
し
い
。

（
20
）  

남
궁
근
（N

am
koong, Keun

）「
열
린
정
부
를 

향
한 

개
혁
의 

성
과:

개
방
형 

직
위
제
도 

집
행
과
정 

및 

결
과
평
가
（Effects of a 

Reform
 tow
ards an O

pen G
overnm

ent in Korea: an Appraisal of the O
pen Position System

）」『
한
국
행
정
학
외 2002

년 

세
미
나

자
료
』
二
〇
〇
二
年
、
一
五
三
―
一
七
八
頁
。  

（
21
）  

박
천
오
、
남
궁
근
、
박
희
봉
、
오
성
호
、
김
상
묵
（Park, Chun O

h, Keun N
am
koong, H

ee G
ong Park, Seong H

o O
h and Sang 

M
ook Kim

）「
개
방
형 

직
위
제
도
의 

운
영 

실
태
에 

관
한 
실
증
적 

조
사
、
평
가
（An Em

pirical Study of the O
pen Position System

 
in Korea

）」『
한
국
행
정
학
보
』
第
三
六
巻
、
第
三
号
、
九
九
―
一
二
九
頁
。

（
22
）  

최
석
충
（Choi, Seok Chung

）『
우
리
나
라 

개
방
형
직
위
제
도
의 
효
과
성
에 

관
한 

실
증
적 

연
구
（An Em

pirical Study on the Effe- 
ctiveness o f the Korea

’s O
pen Position System

）』
중
앙
대
학
교
（
中
央
大
学
校
）
博
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年
。

（
23
）  

勤
続
年
数
が
三
年
未
満
の
職
員
は
、
推
測
す
る
に
大
卒
直
後
の
職
員
か
、
外
部
か
ら
任
用
さ
れ
た
民
間
人
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
論
文

中
で
示
さ
れ
て
い
る
回
答
者
の
年
齢
構
成
を
見
る
と
二
〇
代
の
回
答
者
は
一
人
し
か
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
一
二
人
の
多
く
が
外
部
か
ら
新
た
に
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任
用
さ
れ
た
任
用
者
本
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
24
）  

た
だ
し
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
外
部
出
身
者
の
任
用
者
数
増
加
と
共
に
上
級
公
務
員
の
ポ
ス
ト
数
も
増
え
て
い
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

（
25
）  
数
字
は
開
放
型
職
位
の
う
ち
充
足
さ
れ
て
い
る
職
位
に
対
し
て
、
民
間
出
身
者
が
占
め
て
い
る
人
数
で
あ
る
。N

am
koong

とChoi

は
政
府

の
担
当
部
門
が
提
供
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
い
る
。

（
26
）  
数
字
は
、
田
中
秀
明
、
前
掲
注
（
19
）
一
九
頁
、
を
参
照
。

（
27
）  

小
田
勇
樹
「
公
務
員
の
人
事
管
理
に
お
け
る
公
募
任
用
の
有
効
性

―
韓
国
の
開
放
型
職
位
制
度
の
運
用
実
態
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八

七
号
、
二
〇
一
〇
年
、
六
七
―
九
八
頁
。

（
28
）  N

am
koong

、Choi
、
田
中
ら
の
韓
国
政
府
資
料
を
基
に
し
た
数
字
と
、
小
田
の
数
字
に
大
き
な
乖
離
が
あ
る
の
は
、
内
外
の
出
身
区
分
の

違
い
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
小
田
は
任
用
者
の
主
な
職
歴
が
、
当
該
部
処
の
機
関
で
あ
る
か
否
か
で
内
外
を
区
分
し
て
い
る
。
韓
国
政
府
の
資

料
は
出
身
の
内
外
を
区
分
す
る
基
準
を
記
載
し
て
い
な
い
た
め
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
外
部
機
関
等
の
非
公
務
員
の
職
員
が
、
開
放
型
職
位
制
度

の
公
務
員
と
な
り
（
実
質
的
に
は
公
務
内
の
昇
進
だ
が
）
同
一
組
織
の
開
放
型
職
位
つ
い
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
、
外
部
出
身
者
と
し
て
計
算
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
政
府
系
病
院
の
院
長
、
政
府
系
研
究
機
関
の
研
究
者
な
ど
）。
ま
た
、Choi

は
金
大
中
政
権
と
盧
武
鉉
政
権
の
間
で
、

開
放
型
職
位
制
度
に
よ
る
民
間
出
身
者
の
任
用
数
に
差
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
成
績
主
義
任
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
来
は
影
響
が
出
て
は

お
か
し
い
の
だ
が
、
小
田
の
デ
ー
タ
は
二
〇
一
〇
年
四
月
の
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
二
月
の
李
明
博
大
統
領
へ
の
政
権
交
代
が
影
響
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
。

（
29
）  H

ouse of Com
m
ons Public Adm

inistration Select Com
m
ittee, op. cit.

（
30
）  H

ouse of Com
m
ons Public Adm

inistration Select Com
m
ittee, op. cit., p. 11.

（
31
）  H

ouse of Com
m
ons Public Adm

inistration Select Com
m
ittee, op. cit.

（
32
）  Cabinet O

ffice, op. cit.

（
33
）  

本
稿
に
お
け
る
先
行
研
究
の
整
理
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
イ
ス
（
稲
継
裕
昭
監
訳
、
浅
尾
久
美
子
訳
）『
大
統
領
任
命
の
政
治
学

―
政
治

任
用
の
実
態
と
行
政
へ
の
影
響

―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
一
六
二
―
一
六
四
頁
、
を
主
に
参
照
し
て
い
る
。

（
34
）  N

ational Com
m
ission of Public Service, Leadership for A

m
erica: Rebuilding the Public Service / the Report of the N

ational 
Com

m
ission on the Public Service and the Task Force Reports to the N

ational Com
m
ission on the Public Service 

（Lexington, 
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M
assachusetts: Lexington Books, 1989

）, p. 24

を
参
照
。

（
35
）  N

ational Com
m
ission of Public Service, op. cit., pp. 26 -27.

（
36
）  Rainey, H

al G., Robert W
. Backoff and Charles H

. Levine, 

“Com
paring Public and Private O

rganizations

”, Public A
dm
ini- 

stration Review, Vol. 36, Issue 2 （M
arch/April 1976

）, pp. 233 -244.
（
37
）  
公
共
部
門
と
民
間
部
門
の
違
い
は
他
の
多
く
の
学
者
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
研
究
と
し
て
、
鎌
田
伸
一
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
組
織
を
民
間
企

業
組
織
と
比
較
す
る
」『
組
織
科
学
』
第
一
九
巻
、
第
二
号
、
一
九
八
五
年
、
一
七
―
二
六
頁
。
鎌
田
は
前
述
のRainey

ら
の
研
究
を
中
心
に
、

公
共
部
門
と
民
間
部
門
の
組
織
の
共
通
点
と
相
違
点
を
論
じ
て
い
る
。

（
38
）  

ル
イ
ス
、
前
掲
注
（
33
）
一
六
四
―
一
六
七
頁
。

（
39
）  

ル
イ
ス
、
前
掲
注
（
33
）
一
六
七
―
一
六
九
頁
。

（
40
）  Krause, G

eorge A., D
avid E. Lew

is and Jam
es W

. D
ouglas, 

“Political Appointm
ents, Civil Service System

s, and Bureaucratic 
Com

petence: O
rganizational Balancing and Executive Branch Revenue Forecasts in Am

erican States

”, A
m
erican Journal of 

Political Science, Vol. 50, N
o. 3 （July 2006

）, pp. 770 -787.

（
41
）  

た
だ
し
ル
イ
ス
は
連
邦
政
府
の
政
治
任
用
は
既
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
段
階
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
業
績
向
上
は
望
め
な
い
と
も

述
べ
て
い
る
。
ル
イ
ス
、
前
掲
注
（
33
）
一
六
八
頁
。

（
42
）  

ル
イ
ス
、
前
掲
注
（
33
）
一
九
六
頁
。

（
43
）  

ル
イ
ス
は
政
治
化
の
程
度
を
表
す
独
立
変
数
と
し
て
管
理
職
に
占
め
る
政
治
任
用
者
の
割
合
を
、
業
績
の
高
低
を
表
す
従
属
変
数
と
し
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
評
価
格
付
け
ツ
ー
ル
（Program

 Assesm
ent Rating Tool: PART

）
に
よ
る
業
績
評
価
の
結
果
を
用
い
て
い
る
。

（
44
）  

田
丸
大
『
法
案
作
成
と
省
庁
官
僚
制
』
信
山
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
頁
。

（
45
）  

Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
世
良
晃
志
郎
訳
）『
支
配
の
諸
類
型
』
創
文
社
、
一
九
七
〇
年
、
二
九
頁
。

（
46
）  

藤
田
由
紀
子
『
公
務
員
制
度
と
専
門
性

―
技
術
系
行
政
官
の
日
英
比
較

―
』
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
八
年
、
二
七
八
―
二
八
〇
頁
。

（
47
）  

藤
田
は
専
門
分
化
の
進
む
今
日
で
は
行
政
職
員
の
専
門
性
と
は
所
詮
リ
テ
ラ
シ
ー
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
48
）  

木
寺
元
「
地
方
制
度
改
革
と
官
僚
制

―
外
部
専
門
家
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
行
政
官
の
専
門
性
の
視
座
か
ら

―
」『
年
報
政
治
学
』
二
〇
〇
八

年
、
二
号
、
二
九
六
―
三
一
五
頁
。

（
49
）  

河
野
勝
「
政
策
・
政
治
シ
ス
テ
ム
と
『
専
門
知
』」
久
米
郁
男
編
『
専
門
知
と
政
治
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
、
一
―
三
〇
頁
。
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（
50
）  

河
野
、
前
掲
注
（
49
）
二
〇
頁
。

（
51
）  

河
野
、
前
掲
注
（
49
）
一
九
頁
。

（
52
）  

松
本
雄
一
『
組
織
と
技
能

―
技
能
伝
承
の
組
織
論

―
』
白
桃
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。

（
53
）  
松
本
、
前
掲
注
（
52
）
二
九
―
三
三
頁
。

（
54
）  
松
本
は
こ
の
よ
う
な
メ
タ
能
力
を
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
呼
び
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
と
個
別
具
体
的
な
技
能
を
合
わ
せ
た
も
の
を
コ
ン
ピ 

タ
ン
ス
と
し
て
い
る
。
松
本
、
前
掲
注
（
52
）
一
〇
一
―
一
〇
五
頁
。
た
だ
し
議
論
が
複
雑
に
な
る
た
め
本
稿
で
は
全
て
技
能
と
表
記
し
て
い
る
。

（
55
）  

ゲ
ー
リ
ー
・
Ｓ
・
ベ
ッ
カ
ー
（
佐
野
陽
子
訳
）『
人
的
資
本

―
教
育
を
中
心
と
し
た
理
論
的
・
経
験
的
分
析

―
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一

九
七
六
年
、
二
二
―
四
〇
頁
。

（
56
）  

久
本
憲
夫
「
技
能
の
特
質
と
継
承
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
四
六
八
号
、
一
九
九
九
年
、
二
―
一
〇
頁
。

小
田
　
勇
樹
（
お
だ
　
ゆ
う
き
）

　
所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

　
所
属
学
会
　
　
日
本
行
政
学
会
、
日
本
公
共
政
策
学
会

　
専
攻
領
域
　
　
行
政
学

　
主
要
著
作
　
　「
公
務
員
の
人
事
管
理
に
お
け
る
公
募
任
用
の
有
効
性

―
韓
国
の
開
放
型
職
位
制

度
の
運
用
実
態

―
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）

　
　
　
　
　
　
　
“Civil Service System

 under Conditions of Low
 Labor M

obility: Case 
Study of Britain and Korea

”, Journal of Political Science and Sociology, 
N
o. 15, O

ctober 2011. 


